
８
月
27
日
（
木
）
、
実
力
考
査

２
日
目
の
午
後
、
沖
高
振
興
事
業

の
一
環
と
し
て
、
大
学
短
大
出
前

講
義
が
実
施
さ
れ
た
。
今
年
は
県

内
外
の
大
学
・
短
大
よ
り
12
名
の

講
師
を
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ
れ
90

分
間
の
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

保
育
や
心
理
学
、
農
学
や
看
護

な
ど
、
様
々
な
講
座
の
中
か
ら
、

生
徒
は
希
望
す
る
講
座
に
分
か
れ

て
受
講
し
た
。
工
学
分
野
の
講
座

で
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
の
ロ

ボ
ッ
ト
作
成
、
栄
養
分
野
の
講
座

で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
経
済
分

野
の
講
座
で
は
社
会
問
題
に
つ
い

て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
ど
の
講
座
の
生
徒
も
、

講
師
の
方
々
か
ら
語
ら
れ
る
学
問

の
お
も
し
ろ
さ
に
時
間
を
忘
れ
る

ほ
ど
に
聞
き
入
っ
た
り
、
話
題
に

つ
い
て
深
く
考
え
た
り
し
て
、
学

問
の
「
お
も
し
ろ
さ
」
に
目
を
輝

か
せ
て
い
た
。

職
員
に
と
っ
て
も
、
率
直
に
、

そ
の
道
の
専
門
家
の
話
は
奥
が
深

く
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
お
も
し

ろ
け
れ
ば
、
話
を
聞
く
し
、
も
っ

と
知
り
た
く
な
る
。
生
徒
に
と
っ

て
は
難
し
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い

た
り
、
初
め
て
知
る
こ
と
も
多
か
っ

た
り
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
知
的

好
奇
心
が
刺
激
さ
れ
た
様
子
で
あ
っ

た
。
「
な
ぜ
学
ぶ
の
か
？
」
と
い

う
問
い
に
対
す
る
答
え
は
難
し
い
。

答
え
は
１
つ
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
し
、
万
人
に
当
て
は
ま
る
正

解
と
い
う
も
の
が
果
た
し
て
存
在

す
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
。
し
か

し
、
学
問
の
「
お
も
し
ろ
さ
」
は
、

学
び
へ
の
大
き
な
吸
引
力
に
な
る

だ
ろ
う
と
今
回
の
講
義
を
通
し
て

強
く
感
じ
た
。

生
徒
の
感
想
を
見
て
も
満
足
度

が
高
く
、
関
心
が
高
ま
っ
た
と
か
、

視
野
が
広
が
っ
た
と
い
う
コ
メ
ン

ト
が
多
く
見
ら
れ
た
。
今
回
の
出

前
講
義
を
き
っ
か
け
に
、
よ
り
意

欲
的
に
進

路
探
求
を

行
い
、
自

分
の
将
来

と
深
く
向

き
合
う
生

徒
が
増
え

る
こ
と
を

期
待
し
て

い
る
。

８
月
４
日
（
火
）
か
ら
３
日
間
、

鶴
丸
高
校
で
行
わ
れ
た
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
・
ゼ
ミ
で
は
、
県
内
の
公

立
高
校
２
年
生
約
300
名
が
参
加
し
、

８
つ
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
講
座

を
受
け
た
。
本
校
か
ら
は
、
沖
高

振
興
事
業
で
６
名
の
生
徒
が
参
加

し
た
。
学
力
差
や
授
業
進
度
の
違

い
も
あ
る
中
で
、
生
徒
は
そ
れ
ぞ

れ
目
的
意
識
を
持
ち
、
意
欲
的
に

授
業
に
参
加
し
て
い
た
。
３
日
間

と
い
う
短
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、

学
習
に
対
す
る
姿
勢
、
今
後
の
目

標
な
ど
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

以
下
は
参
加
し
た
生
徒
の
感
想

で
あ
る
。

「
い
つ
も
と

違
う
環
境
で

勉
強
す
る
こ

と
で
、
新
し

い
知
識
や
考

え
方
を
知
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
」

「
上
に
は
上
が
い
る
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
『
も
っ
と

頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
』
と
強
く

感
じ
ま
し
た
」

「
た
く
さ
ん
の
意
見
や
考
え
を
共

有
し
て
答
え
を
導
き
だ
す
こ
と
で
、

内
容
理
解
が
よ
り
深
ま
る
こ
と
に

気
づ
い
た
。
と
て
も
実
り
の
あ
る

３
日
間
で
し
た
」

後
期
夏
休
み
課
外
に
お
い
て
、

１
年
生
に
向
け
て
「
卒
業
生
と
語

る
会
」
を
実
施
し
た
。
今
春
卒
業

し
た
７
名
の
先
輩
が
来
校
し
、
高

校
時
代
の
こ
と
や
大
学
生
活
に
つ

い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
語
っ

て
く
れ
た
。
大
学
が
な
い
沖
永
良

部
島
で
は
、
現
役
大
学
生
と
接
す

る
機
会
が
少
な
い
た
め
、
生
徒
は

目
を
輝
か
せ
て
、
多
く
の
質
問
を

し
て
い
た
。

琉
球
大
学
に
進
学
し
た
田
畑
君

の
「
受
験
の
と
き
の
学
習
時
間
は
、

８
時
間
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

１
年
生
は
、
大
変
驚
い
た
様
子
だ
っ

た
が
、
受
験
の
厳
し
さ
を
知
っ
た

よ
う
だ
っ
た
。
ま
た
、
奈
良
女
子

大
学
に
進
学
し
た
宮
元
さ
ん
は

「
文
理
選
択
を
す
る
と
き
は
、
多

く
の
情
報
を
収
集
し
、
自
分
で
決

断
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
語
っ
て

く
れ
た
。
今
回
は
、
卒
業
生
１
人

あ
た
り
５
分
ほ
ど
の
時
間
し
か
取

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
短

い
時
間
の
中
で
も
、
多
く
の
事
を

学
ん
だ
よ
う
で
あ
っ
た
」

最
後
に
宮
崎
公
立
大
学
の
福
永

君
は
、
「
部
活
も
思
い
き
り
し
て
、

勉
強
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
全
力

で
取
り
組
ん
で
、
夢
を
掴
ん
で
ほ

し
い
」
と
の
言
葉
に
、
１
年
生
の

や
る
気
ス
イ
ッ
チ
が
お
さ
れ
た
気

が
し
た
。

先
輩
た
ち

か
ら
の
熱

い
エ
ー
ル

を
胸
に
、

こ
れ
か
ら

確
実
に
力

を
つ
け
て

ほ
し
い
と

思
う
。

９
月
１
日
（
火
）
に
、
新
生
徒

会
執
行
部
の
任
命
式
が
行
わ
れ
た
。

沖
高
の
た
め
に
、
生
徒
を
代
表
し

て
活
動
し
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

生
徒
会
長

藤
崎

花
南
（
２
の
１
）

副

会

長

森

大
樹
（
１
の
１
）

増
原

菫
（
１
の
１
）

書

記

長

笹
島

由
祥
（
２
の
１
）

会

計

長

今
井

美
樹
（
２
の
３
）

週

番

長

今
井

伶
（
２
の
２
）

体
育
部
長

皆
吉

か
な
（
２
の
１
）

文
化
部
長

前
沢

綾
香
（
１
の
３
）
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８月２日（日）～５日（水）の３泊

４日の日程で，沖高振興事業「センター

試験対策夏合宿」を実施し，１日１０

時間学習時間を設定した。ほとんどの

生徒にとって，初めて経験する１０時

間の学習に対して，「無理。絶対でき

ない」「できる気がしない」と愚痴を

こぼす生徒が多かったが，同じ目的を持った集まりのなかでは，自然

と学習する雰囲気が出来上がっていた。終えてみると「やればできる

ことがわかった」「この先も頑張れると思う」など，積極的な発言が

出る変化が現れた。参加した生徒の感想の中で特に印象深かった意見

を載せたい。「勉強は個人戦。しかし，受験は団体戦であることの意

味が分かった。受験に向けて頑張りたい」この気持ちを胸に深く刻み

込んでほしい。

「団体戦」で夢を勝ち取ろう！
～センター試験対策夏合宿～

★
９
月
行
事
予
定
★

１
（
火
）
始
業
式

体
育
祭
練
習

２
（
水
）
全
体
練
習
⑤
⑥

３
（
木
）
全
体
練
習
⑤
⑥
⑦

４
（
金
）
体
育
祭
会
場
設
営

５
（
土
）
体
育
祭
予
行
等
（
午
前
）

火
⑤
⑥
の
授
業
（
午
後
）

６
（
日
）
第
63
回
体
育
祭

７
（
月
）
体
育
祭
予
行
振
休

８
（
火
）
体
育
祭
振
休

９
（
水
）
45
分
授
業

朝
課
外
開
始

１
・
２
年
模
試
検
討
会

10
（
木
）
安
全
点
検
日

12
（
土
）
土
曜
課
外
（
普
全
）

14
（
月
）
学
年
朝
礼

15
（
火
）
１
・
２
年
進
路
希
望
調
査

16
（
水
）
高
卒
求
人
採
用
の
選
考
開
始

17
（
木
）
交
通
安
全
の
日

車
体
検
査

19
（
土
）
進
研
マ
ー
ク
①
（
３
普
）

20
（
日
）
進
研
マ
ー
ク
②
（
３
普
）

21
（
月
）
敬
老
の
日

22
（
火
）
国
民
の
休
日

23
（
水
）
秋
分
の
日

24
（
木
）
特
別
時
間
割
①

25
（
金
）
特
別
時
間
割
②

27
（
日
）
情
報
処
理
検
定

28
（
月
）
学
科
朝
礼

29
（
火
）
校
内
弁
論
大
会

ク
ラ
ス
予
選
会
（
Ｌ
Ｈ
Ｒ
）

〒891-9293 鹿児島県大島郡知名町余多241 TEL0997-93-2014 FAX0997-93-2719 「せりよさ」は沖永良部島の古名

学
問
の
「
お
も
し
ろ
さ
」
を
味
わ
う

出
前
講
義

進
路
実
現
ま
で
の
道
の
り
は
？

卒
業
生
と
語
る
会

も
っ
と
「
上
」
を
目
指
そ
う
！

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
・
ゼ
ミ

先生の話に納得！

新
生
徒
会
執
行
部
紹
介


